
超音轍利用出よる明j由類冊ゲル化足ついで

1.はしがき

最近お油類の界泌活性剤によるゲノ iとのが話題

なり，その可能性について勢くの関係裁により i号泣が

れるに至った。このことは消防にとっても極めて関心

の深い問題であり s 石油類の流出等の災将に遭遇

場合の処置，あるいは安全総込等に利治で、きるの

なL、かと言われるようになってきた。

そこで当研究所ではこのゲルイ防災jお勤めなか

のよう民応用出来会効果をあげることが可繕であ

について実験的にあたってみた。現段階ではケ勺レ化の

方法B その度合2 状態の維持及び燃焼述殺等を主

て検討したもので令塔礎的事般の域を脱しぐいないが5

一段階として報告する。

またz ゲノレ化の方法で、最も なるのは添加剤の犠

類と配合及びii持瓜ネノレギーの加え方マ丸ミしが，

は目的物を石油類とし，添加剤を界面活性剤，その携

持エネルギーを超音波とし，周波数も設備の関係から

20k日以こ限った。

2. 実験の方法

(1 概要

実験方法の概要は第 l図に示す如く一定容器(ビー

カー〕に灯油およびガソリンをとり界面活性剤と水を

これにホーンチップにより超音波を号、

射しゲノレ化の条件をみいだナものである。

(2) 実験の条件

実験の条件をあげると次の知くなる G

7.供試物は!な拾およびガソリン。

イ.添加剤としての界面活性剤は38種を第一段階とし

した。

ウ.絡を安波周波数は一段階として20kHおこ限った。

エ.超音波出力は150VV，500VV， 1.OOOVVの3種とし

t，¥ 

ォ. チァフーはよ丸ネノレギーのf誌や度， 使}むよの条件点、

ボーン型を使用した。
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3. 実験結果

添加剤としての界面活性剤1土12社38績を使用した

すな記の糸下でゲノレfとしたのは灯必， ガソワ γ共

AT消火剤(当研究所開発〕と L社製F剤の二種のみ

であった。

ゲノレイとと添加剤等の関係は次に示すとおワ ωてあ

る。

(1) 灯油の場合

洪試物としての灯油と添加剤としての界首活係資11及

び水の混入割合とゲノレ化の可否及ひ時間的速度等はzn

1表に示すとおりでらる。

ガソリンぬ場合

ゾリンのゲル化については第2表に示すとおりで

ある。

( 9 ) 

消防科学研究所報　８号（昭和４６年）



活性剤

A T 斉IJ

L-F朔j

第 1表灯 j由

6l2  I 2 I 
7I 1.5! 1.5 I 
8 I1.5 I 0.5 1 
10.5 1 0.5 1 

8 1 1j  1 1 

8 11 I 1 1 
|1 1 1 1 
8 11 1 1 1 
6 I2 1 2 1 

l 1.5 1 1.5 I 

1 1. 5 1 0.5 1 
1-1-0工1 0了1
8|1 1 1 1 
|1 1 1 1 

8 I 1 1 1 1 

-8-1-1寸 11 

f .ビーカー
出力とゲル化時間 |ホーンf'" / I実験容量|容量
mVV 1 500VV 1川 OVV!の径| |imljま
1印. 1 13'00' 1 10'00' 110叫 1300ml 1小
m. 1 7'00' 1附 1 1 • 1 • 1 
間. 1ω1 1 3' 00' 1 '# 1 • 1 
-1  - 1 - 1 • I • 1 
問. 1ω. I 3' 00' 1 • 1 • 1 
m0' 1川. 13' 15' I • 1 • 1大
間. 1山. 1 3'00' I伽 ql1 • 1小
問. 1 5' 00' 1ω. 1 • 1 • 1大
附 O.1 14'30' I 11'00' 110皿 ql1 H 1小
11'00. 1叩. 1州. 1 • 1. 1 
ω. 1ω1 I 3' 30' 1 • 1. 1 
- 1- 1 - 1. 1 • I • 
I1'00' I問 1 1ω. I • 1o I • 
m 

m 

削 o' 1川. 1刊. 1 • 1 • 1大
注 ヶーノレ化時間は3回の平均値で示す。

第2表ガ ソ リ -ノ

害t メ口>.. 出力とゲル化時間 ホーン
活性剤 実験容量

方ソリンl水 150VV SOOVV の径

8 1 1 11' 10' 8'001 間 . 110皿世 1300ml 1 
8 1 1 間 1 1 6'30' 1 B • AT剤

間. 1 間. 1 130阻骨|8 1 1 4'30. B 

8 1 1 8'1S' 6'30' 1 ， M 

8 1 間. 110回世| • 
8 1 1 11'45. 10'00. 叩，-1 • • L-F 1fiJ 

間. I 間. 1 山. I伽抽|8 1 1 a 

8 l 1 8'30' 5'40' • ， 

注 ゲノレ化時間は2回の平均値で示す。
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4. 考 察

(1) 灯油のゲJ~化について

界面活性剤を用いて灯油をゲル化するのには界面活

性剤と水を混入し.~搾エネルギーを与えてやればよ

いのであるが，その混入割合及び捜搾エネルギーの与

え方に条件があり，どんな場合でもゲル化するという

わけではなL、。実験の結果からみると灯油・界面活性

剤・水等の混入割合は全体を10とすると，界函活性剤

が0.5"""1.O.水が1.0~2. O.のものが良しまた界面

活性剤と水の割合は界面活性剤 1 に対して水が 2~3

程度が最もゲル化し易い。

界面活性剤の種類は数多くあるが，今回のゲル化実

験においてはAT剤とL社製F剤のみで第1表からも

明らかなようにAT剤の方がゲル化に要する時聞がか

なり短かし、。

したがって添加剤としてはAT剤を使用する方が良

いということになる。

また，超音波周波数は，チップの形状からしてホー

γ型がよく，ホーン型チップの共振周波数からして20

KHZ程度が良い，さらに一般的にも痩搾エネルギー

として使用する場合は20KHZが良いとも言われてい

る。

捜搾エネルギーが大きければ当然、のことながらゲル

化に要する時間は短かくなるが実験の結果からは必ず

しも比例関係ではなく，出力が大きくなってもその割

合に短かくなるわけではない，ただここでいう出力は

電気的な尖頭出力であって純粋な超音波且ネルギーで

はない，この関係については実用上の問題も含まれて

いるので検討する心要がある。

灯油は条件に見合った界面活性剤・水及び~搾エネ

ルギーを与えてやれば完全にゲル化ができることが明

碓になった。

(2) ガソリンのゲJ~化

自動車用燃料ガソリ γの場合も灯油の場合とほぼ.同

一条件でゲル化した。

今度の実験についていえばガソリン・灯油ともに同

じように考えてもよL、。

(3) ゲル化の度合

灯油・ガソリンのゲル化の状態は粘性が強く，新ら

しい靴墨程度となり，流動性はほほ.なくなってしま

う。一度ゲル化したものは密閉容保内等で保管すると

半年以上その状態を維持し，劣化状態については試験

中である。

さらにゲル化物を再生する方法は今のところ実験回

数の少ないこともあり細部については，未解決の部分

もあるが冷却法により再生可能であることをみいだし

た。

(4) ゲル化物の燃焼性

ゲル化した灯油・ガソりンはマ γチの炎程度では接

炎しなL、かぎり引火しないが一度引火すると自燃す

る。ただその速度は燃焼初期に於いては相当緩慢であ

る。

5. あとカt き

現在のところまだ油流出時の処理等，防災上の利用

については検討すべき点が多いが側溝，あるいは下水

道等への油の流入の処理等についてはかなり期待され

るものがある。またゲノレ化物の再生が容易になれば輸

送に利用でき，事故の危険を少なくできるかも知れな

い。今後は防災面からさらに研究を進めていきたい。

なお本実験にあたって御協力をいただいた島田理化

工業株式会社に謝意を表する。
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